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自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

業
ぎょう

界
かい

企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

エントリーシート

付
ふ

録
ろく

　企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

シート

自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

とは

自
じ

分
ぶん

史
し

の作
さく

成
せい

 

未
み

来
らい

史
し

ジョハリの窓
まど

コンピテンシー 

日
に

本
ほん

との関
かん

係
けい

表
ひょう

内
ない

的
てき

キャリア

業
ぎょうかい

界・企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

とは 

業
ぎょう

界
かい

研
けん

究
きゅう

興
きょう

味
み

がある業
ぎょう

界
かい

を探
さが

す 

企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

9つの企
き

業
ぎょう

類
るい

型
けい

 

3C分
ぶん

析
せき

職
しょく

種
しゅ

研
けん

究
きゅう

志
し

望
ぼう

企
き

業
ぎょう

と職
しょく

種
しゅ

 

仕
し

事
ごと

選
えら

びの基
き

準
じゅん

エントリーシートとは

学
がく

生
せい

時
じ

代
だい

に力
ちから

を入
い

れたこと

自
じ

己
こ

PR

志
し

望
ぼう

理
り

由
ゆう

B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

C-1

C-2

C-3

C-4

C-5
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C-8

C-9

D-1

D-2

D-3

D-4

本書の使い方

 

留
りゅう

学
がく

生
せい

の日
に

本
ほん

の就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

において一
いち

番
ばん

の問
もん

題
だい

となるのは、日
に

本
ほん

企
き

業
ぎょう

が独
どく

特
とく

な就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

の形
けい

態
たい

であることです。ある調
ちょう

査
さ

によると、留
りゅう

学
がく

生
せい

が日
に

本
ほん

の就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

で最
もっと

も苦
く

労
ろう

する

採
さい

用
よう

試
し

験
けん

はエントリーシートという結
けっ

果
か

があります。エントリーシートとは、留
りゅう

学
がく

生
せい

が企
き

業
ぎょう

に提
てい

出
しゅつ

するプロフィールシートであり、海
かい

外
がい

での就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

と違
ちが

い日
に

本
ほん

語
ご

での作
さく

文
ぶん

が課
か

されることが多
おお

いです。また、企
き

業
ぎょう

ごとに異
こと

なるフォーマットとなっていま

す。エントリーシートは、選
せん

考
こう

試
し

験
けん

の始
はじ

まりとなるとともに、出
で

来
き

の良
よ

し悪
あ

しで次
つぎ

の

面
めん

接
せつ

などの選
せん

考
こう

に進
すす

めるかどうかが決
き

まります。また、この後
あと

に実
じっ

施
し

される面
めん

接
せつ

も、

エントリーシートをもとに質
しつ

問
もん

され、回
かい

答
とう

していくこととなります。

 

本
ほん

書
しょ

では、エントリーシートを完
かん

成
せい

させるために留
りゅう

学
がく

生
せい

が不
ふ

足
そく

しがちな、自
じ

分
ぶん

のこと

を知
し

り、企
き

業
ぎょう

にどのようにアピールするかを準
じゅん

備
び

する「自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

」と、相
あい

手
て

のことを

よく理
り

解
かい

し戦
せん

略
りゃく

を立
た

てるための準
じゅん

備
び

である「業
ぎょう

界
かい

・企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

」に特
とっ

化
か

したワークブッ

クです。

 

本
ほん

書
しょ

は、

①あなたの考
かんが

えていることを書
か

き出
だ

し「見
み

える化
か

」する

②あなたの就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

を応
おう

援
えん

してくれる支
し

援
えん

者
しゃ

（キャリアセンター、先
せん

生
せい

）から的
てき

確
かく

な

アドバイスをもらう

③自
じ

分
ぶん

のキャリアについて体
たい

系
けい

的
てき

に考
かんが

える

ことを目
もく

的
てき

に作
さく

成
せい

してあります。このワークシートをしっかり行
おこな

い、就
しゅう

職
しょく

支
し

援
えん

者
しゃ

にア

ドバイスをもらうことで就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

を効
こう

率
りつ

よく進
すす

めることが可
か

能
のう

となります。

 

このワークブックがあなたの就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

の助
じょ

力
りょく

となれるよう、また、あなたが日
に

本
ほん

で将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

を実
じつ

現
げん

できるよう応
おう

援
えん

しています。

 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

支
し

援
えん

ネットワーク
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このチャプターでは、自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

・業
ぎょう

界
かい

企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

を始
はじ

める前
まえ

にあなたのキャリアについて

考
かんが

えてみましょう。

このチャプターでは、就
しゅう

職
しょく

活
かつ

動
どう

の準
じゅん

備
び

で重
じゅう

要
よう

となる自
じ

分
ぶん

を知
し

り、自
じ

分
ぶん

に向
む

いている仕
し

事
ごと

、自
じ

分
ぶん

が

やりたい仕
し

事
ごと

を見
み

つけるための作
さ

業
ぎょう

である「自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

」について学
がく

習
しゅう

していきましょう。

キャリアとは、人
じん

生
せい

を通
つう

じた一
いち

連
れん

の出
で

来
き

事
ごと

の中
なか

で果
は

たす様
さま

々
ざま

な立
たち

場
ば

や役
やく

割
わり

のつながりです。

人
じん

生
せい

を通
つう

じた一
いち

連
れん

の出
で

来
き

事
ごと

とは出
しゅっ

生
せい

、小
しょう

学
がく

、中
ちゅう

学
がく

、高
こう

校
こう

、大
だい

学
がく

などへの入
にゅう

学
がく

、就
しゅう

職
しょく

、結
けっ

婚
こん

、出
しゅっ

産
さん

・育
いく

児
じ

、昇
しょう

進
しん

、転
てん

職
しょく

、定
てい

年
ねん

退
たい

職
しょく

、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

への参
さん

加
か

等
など

です。

■	自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

とは
自

じ

分
ぶん

のことを整
せい

理
り

し、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をいろいろな角
かく

度
ど

から知
し

り分
ぶん

析
せき

するための作
さ

業
ぎょう

です。

■	自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

の目
もく

的
てき

◎短
たん

期
き

的
てき

な理
り

由
ゆう

：内
ない

定
てい

を取
と

るため

　→ 自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

により、エントリーシートや面
めん

接
せつ

のための自
じ

己
こ

PRを作
さく

成
せい

する

◎中
ちゅう

長
ちょう

期
き

的
てき

な理
り

由
ゆう

：人
じん

生
せい

のため

　→ 自
じ

分
ぶん

の適
てき

性
せい

を把
は

握
あく

し、自
じ

分
ぶん

に向
む

いている仕
し

事
ごと

、やりたい仕
し

事
ごと

を探
さが

す（キャリアプランを考
かんが

える）

キャリアを考
かんが

える上
うえ

で、外
そと

側
がわ

と内
うち

側
がわ

の両
りょう

方
ほう

向
こう

から捉
とら

えることが必
ひつ

要
よう

となります。外
そと

側
がわ

から捉
とら

えたキャリアは外
がい

的
てき

キャリアと言
い

います。一
いっ

方
ぽう

で内
うち

側
がわ

から捉
とら

えたキャリアは内
ない

的
てき

キャリアと言
い

います。

外
がい

的
てき

キャリアは具
ぐ

体
たい

的
てき

な職
しょく

種
しゅ

や業
ぎょう

種
しゅ

や職
しょく

業
ぎょう

など目
め

に見
み

えるものです。わかりやすく言
い

えば、名
めい

刺
し

に書
か

けるものです。

一
いっ

方
ぽう

で、内
ない

的
てき

キャリアは自
じ

分
ぶん

にとっての働
はたら

くことの意
い

味
み

や価
か

値
ち

であり、自
じ

分
ぶん

の心
こころ

の中
なか

に存
そん

在
ざい

しています。外
がい

的
てき

キャリアを決
けっ

定
てい

したり、選
せん

択
たく

する基
き

準
じゅん

となります。

つまり、なぜその仕
し

事
ごと

をしたいのか、なぜその職
しょく

業
ぎょう

を選
えら

ぶのか、なぜその企
き

業
ぎょう

で働
はたら

きたいのか、というときの“なぜ”が内
ない

的
てき

キャリアです。

これから日
に

本
ほん

での就
しゅう

職
しょく

を考
かんが

えているあなたは、どんな企
き

業
ぎょう

でどんな仕
し

事
ごと

をするかを考
かんが

える前
まえ

に、「自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

」という作
さ

業
ぎょう

を通
とお

して、「自
じ

分
ぶん

ができること」、「自
じ

分
ぶん

がしたいこと」、「どんなことをするべきか」等
など

の内
ない

的
てき

キャリアについてを見
み

つけてい

きましょう。内
ない

的
てき

キャリアがはっきりしていないと外
がい

的
てき

キャリアを決
き

めることができません。やりたい仕
し

事
ごと

がわからないの

は、ほとんどの場
ば

合
あい

、内
ない

的
てき

キャリアが不
ふ

明
めい

であることが原
げん

因
いん

となっています。自
じ

分
ぶん

のキャリアを考
かんが

えるときには、外
がい

的
てき

キャリ

アだけに目
め

を向
む

けても何
なに

も見
み

えません。内
ない

的
てき

キャリアを確
たし

かめた上
うえ

で、外
がい

的
てき

キャリアに目
め

を向
む

ければ見
み

えなかったものが見
み

え

てきます。

そして、自
じ

分
ぶん

の内
ない

的
てき

キャリアを踏
ふ

まえて、「業
ぎょう

界
かい

・企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

」という作
さ

業
ぎょう

を通
とお

して外
がい

的
てき

キャリアを考
かんが

え、自
じ

分
ぶん

が希
き

望
ぼう

する企
き

業
ぎょう

と仕
し

事
ごと

を見
み

つけましょう。

これから始
はじ

める「自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

」・「業
ぎょう

界
かい

・企
き

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

」の作
さ

業
ぎょう

は、常
つね

にこの内
ない

的
てき

キャリア・外
がい

的
てき

キャリアを意
い

識
しき

しながら行
おこな

いま

しょう。

キャリアとは 自
じ

己
こ

分
ぶん

析
せき

とは

どのような観
かん

点
てん

から分
ぶん

析
せき

するか？

内
ない

的
てき

キャリアと外
がい

的
てき

キャリア

ライフキャリアの中
なか

にワークキャリアがあるイメージです。

ライフキャリアの中
なか

にどれぐらいワークキャリアが占
し

めるの

かは、その人
ひと

の価
か

値
ち

観
かん

によります。

1. ライフキャリア …… 人
ひと

の一
いっ

生
しょう

における経
けい

歴
れき

2. ワークキャリア …… 働
はたら

くことにおける経
けい

歴
れき

外
がい

的
てき

キャリア …… 他
た

人
にん

からも見
み

える職
しょく

位
い

や給
きゅう

料
りょう

、職
しょく

歴
れき

等
など

内
ない

的
てき

キャリア …… 自
じ

分
ぶん

だけが見
み

えている能
のう

力
りょく

や興
きょう

味
み

、価
か

値
ち

観
かん

等
など

■	2つのキャリア
キャリアには、2つの種

しゅ

類
るい

に分
わ

けられます。
ライフキャリア

ワークキャリア

1 1

2

2
日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ったきっかけ、

なぜ日
に

本
ほん

に留
りゅう

学
がく

したか等
など

日
に

本
ほん

とのつながり過
か

去
こ

の自
じ

分
ぶん

印
いん

象
しょう

に残
のこ

る出
で

来
き

事
ごと

、

苦
く

労
ろう

したこと等
など

将
しょう

来
らい

の自
じ

分
ぶん

5年
ねん

後
ご

・10年
ねん

後
ご

の目
もく

標
ひょう

、

将
しょう

来
らい

設
せっ

計
けい

（キャリアプラン）等
など

現
げん

在
ざい

の自
じ

分
ぶん

組
そ

織
しき

での自
じ

分
ぶん

の役
やく

割
わり

、

自
じ

分
ぶん

の長
ちょう

所
しょ

等
など

家
か

族
ぞく

や学
がっ

校
こう

、サークル、ゼミ、アルバイト等
など

で自
じ

分
ぶん

の役
やく

割
わり

や自
じ

分
ぶん

の長
ちょう

所
しょ

をアピールするため

のエピソードを準
じゅん

備
び

しましょう。

子
こ

供
ども

の頃
ころ

までさかのぼり、印
いん

象
しょう

に残
のこ

る出
で

来
き

事
ごと

や感
かん

動
どう

した出
で

来
き

事
ごと

について整
せい

理
り

しましょう。

またその時
とき

に、何
なに

を考
かんが

えどのような行
こう

動
どう

をしたのかも考
かんが

えましょう。

仕
し

事
ごと

と人
じん

生
せい

について、それぞれの夢
ゆめ

や目
もく

標
ひょう

について考
かんが

えてみましょう。また、夢
ゆめ

や目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するためには何
なに

をすべきか考
かんが

えてみましょう。

なぜいま日
に

本
ほん

で学
まな

んでいるのか、なぜ日
に

本
ほん

で働
はたら

きたいと思
おも

っているのか。母
ぼ

国
こく

との関
かん

係
けい

を含
ふく

めて、自
じ

分
ぶん

を見
み

つめ直
なお

してみましょう。

自
じ

分
ぶん

が他
た

人
にん

からどう思
おも

われているか、友
ゆう

人
じん

など周
まわ

りの人
ひと

から意
い

見
けん

を聞
き

くことで、自
じ

分
ぶん

を客
きゃっ

観
かん

的
てき

に見
み

つめましょう。

1. 現
げん

在
ざい

の自
じ

分
ぶん

を見
み

つめる

2. 過
か

去
こ

を振
ふ

り返
かえ

る

3. 将
しょう

来
らい

の自
じ

分
ぶん

を考
かんが

える

4. 日
に

本
ほん

とのつながりを考
かんが

える

5. 自
じ

分
ぶん

を客
きゃっ

観
かん

的
てき

に見
み

る

客
きゃっ

観
かん

的
てき

に見
み

た自
じ

分
ぶん

他
た

人
にん

から自
じ

分
ぶん

が

どう思
おも

われているか等
など



Chap te r

3 4

C
h

a
p

te
r

 A
C

h
a

p
te

r
 B

C
h

a
p

te
r

 C
C

h
a

p
te

r
 D

このチャプターでは、過
か

去
こ

の自
じ

分
ぶん

を振
ふ

り返
かえ

るための手
しゅ

法
ほう

である「自
じ

分
ぶん

史
し

」について

学
がく

習
しゅう

していきましょう。

自
じ

分
ぶん

史
し

の作
さく

成
せい

B-2

■	自
じ

分
ぶん

史
し

とは
自

じ

分
ぶん

史
し

とは、自
じ

分
ぶん

が過
か

去
こ

にどのような経
けい

験
けん

をしたか、印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

や好
す

きだったこと、熱
ねっ

中
ちゅう

したこと、ほめられた

こと、表
ひょう

彰
しょう

されたこと等
など

を思
おも

い出
だ

して書
か

き出
だ

す作
さ

業
ぎょう

です。また、過
か

去
こ

の行
こう

動
どう

を分
ぶん

析
せき

することにより行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

や価
か

値
ち

観
かん

を見
み

つけ

るための作
さ

業
ぎょう

です。

自
じ

分
ぶん

史
し

とは

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

1

2

■	このワークの目
もく

的
てき

過
か

去
こ

の自
じ

分
ぶん

を知
し

ることで、現
げん

在
ざい

の自
じ

分
ぶん

を見
み

つめ直
なお

す

エントリーシートを作
さく

成
せい

するための、エピソードを探
さが

す

1

2

1.	中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、高
こう

校
こう

、大
だい

学
がく

等
など

の各
かく

教
きょう

育
いく

段
だん

階
かい

で「印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

」、「好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したこと」、「苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたこと」、「ほめられたこと」、「取
しゅ

得
とく

した資
し

格
かく

・表
ひょう

彰
しょう

されたこと」を思
おも

い出
だ

し書
か

き
出

だ

しましょう

注
ちゅう

）特
とく

に現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

での経
けい

験
けん

についてはできるだけ多
おお

くのエピソードを書
か

くようにしましょう。一
ひと

つの学
がっ

校
こう

で1つではなく、複
ふく

数
すう

のエピソードを書
か

くようにしましょう

このワークシートでは、いろいろな文
ぶん

章
しょう

を書
か

く作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

います。文
ぶん

章
しょう

を書
か

く時
とき

に相
あい

手
て

に正
せい

確
かく

に、わかりやすく伝
つた

えるために必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ

をまとめたのが「5W1Ｈ」で

す。これから行うワークシートでは5W1Hを意
い

識
しき

して文
ぶん

章
しょう

を作
つく

るようにしましょう。

5W1Hとは情
じょう

報
ほう

伝
でん

達
たつ

のポイントを、When、Where、

Who、What、How、Whyという6つの要
よう

素
そ

をまとめ

たものです。

5W1Hに沿
そ

って整
せい

理
り

し、5W1Hにあたる内
ない

容
よう

を相
あい

手
て

に伝
つた

えるようにすると、情
じょう

報
ほう

をわかりやすく伝
でん

達
たつ

することが

できます。

When（いつ）、Where（どこで）、

Who（誰
だれ

が）、What（何
なに

を）、

How（どのように）、Why（なぜ）

例
れい

文
ぶん

)

〇 「私
わたし

は（誰
だれ

が）いつも（いつ）、節
せつ

約
やく

のために（な

ぜ）学
がっ

校
こう

から勤
きん

務
む

先
さき

まで（どこで）自
じ

転
てん

車
しゃ

で（どの

ように）通
かよ

っています。（何
なに

を）」

× 「私
わたし

は（誰
だれ

が）アルバイト先
さき

（どこで）まで自
じ

転
てん

車
しゃ

（どのように）で通
かよ

っています。（何
なに

を）」

⇒ （なぜ）と（いつ）が抜
ぬ

けていますね。

〇 「私
わたし

は（誰
だれ

が）、大
だい

学
がく

2年
ねん

生
せい

の時
とき

（いつ）にゼミの先
せん

生
せい

からの紹
しょう

介
かい

で（なぜ）地
ち

域
いき

の小
しょう

学
がっ

校
こう

で（どこで）

1泊
ぱく

2
ふつか

日の合
がっ

宿
しゅく

による（どのように）小
しょう

学
がく

生
せい

に英
えい

語
ご

を

教
おし

えるボランティアを行
おこな

いました。（何
なに

を）」

× 「私
わたし

は（誰
だれ

が）、大
だい

学
がく

2年
ねん

生
せい

の時
とき

（いつ）地
ち

域
いき

の小
しょう

学
がっ

校
こう

で（どこで）小
しょう

学
がく

生
せい

に英
えい

語
ご

を教
おし

えるボランティア

を行
おこな

いました。（何
なに

を）」

⇒ （なぜ）と（どのように）が抜
ぬ

けていますね。

5W1H

［
記き

入に
ゅ

う

例れ
い

］ 小し
ょ

う

学が
っ

校こ
う

中ち
ゅ

う

学が
っ

校こ
う

高こ
う

校こ
う

母ぼ

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
勉べ

ん

強き
ょ

う ・
ゼ

ミ
）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
課か

外が
い

活か
つ

動ど
う

）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
ア

ル
バ

イ
ト

）

印い
ん

象し
ょ

う に
残の

こ

っ
て

い
る

出で

来き

事ご
と

好す

き
だ

っ
た

も
の

や
熱ね

っ

中ち
ゅ

う し
た

こ
と

苦く

労ろ
う

し
た

こ
と

・
壁か

べ

を
乗の

り
越こ

え
た

こ
と

ほ
め

ら
れ

た
こ

と
資し

格か
く

・
表ひ
ょ

う

彰し
ょ

う

・
地ち

域い
き

の
野や

球き
ゅ

う チ
ー

ム
に

参さ
ん

加か

し
た

こ
と

・
一い

ち

輪り
ん

車し
ゃ

を
父ち

ち

親お
や

に
買か

っ
て

も
ら

い
練れ

ん

習し
ゅ

う

し
た

こ
と

・
中ち
ゅ

う

学が
く

の
部ぶ

活か
つ

ど
う 動

（
吹す

い

奏そ
う

楽が
く

部ぶ

）
・

数す
う

学が
く

の
成せ

い

績せ
き

が
悪わ

る

か
っ

た
た

め
、

数す
う

学が
く

の
勉べ

ん

強き
ょ

う に
力ち

か
ら

を
入

れ
た

・
高こ

う

校こ
う

の
部ぶ

活か
つ

動ど
う

（
テ

ニ
ス

部ぶ

）

・
日に

本ほ
ん

へ
留り
ゅ

う

学が
く

す
る

た
め

に
独ど

く

学が
く

で
日に

本ほ
ん

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ

う を
し

た
こ

と
・

英え
い

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ

う の
た

め
に

英え
い

語ご

の
ド

ラ
マ

を
た

く
さ

ん
見み

た
こ

と

・
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
通か

よ

う
い

ろ
い

ろ
な

国く
に

の
人ひ

と

と
友と

も

達だ
ち

に
な

る
こ

と
・

羽は
ね

田だ

空く
う

港こ
う

で
飛ひ

行こ
う

機き

の
機き

内な
い

の
清せ

い

掃そ
う

の
ア

ル
バ

イ
ト

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

こ
と

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
ゼ

ミ
活か

つ

動ど
う

で
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
や

グ
ル

ー
プ

研け
ん

究き
ゅ

う

・
2年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
日に

っ

商し
ょ

う

簿ぼ

記き

の
2級き

ゅ
う

の
試し

験け
ん

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

こ
と

・
1年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

か
ら

現げ
ん

在ざ
い

ま
で

実じ
っ

施し

し
て

い
る

、
小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

に
英え

い

語ご

を
教お

し

え
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活か
つ

動ど
う

・
大だ

い

学が
く

の
雑ざ

っ

誌し

を
作さ

く

成せ
い

す
る

サ
ー

ク
ル

で
広こ

う

告こ
く

掲け
い

載さ
い

の
営え

い

業ぎ
ょ

う を
い

ろ
い

ろ
な

企き

業ぎ
ょ

う に
行お
こ

な っ
た

こ
と

・
2年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
行お

こ
な

っ
て

い
た

飲い
ん

食し
ょ

く

店て
ん

の
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
新あ

た
ら

し
い

フ
ー

ド
メ

ニ
ュ

ー
を

考か
ん

が

え
る

こ
と

・
3年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

に
行お
こ

な っ
て

い
た

飲い
ん

食し
ょ

く

店て
ん

で
の

ア
ル

バ
イ

ト
で

接せ
っ

客き
ゃ

く マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作さ
く

成せ
い

す
る

こ
と

・
中ち
ゅ

う

学が
っ

校こ
う

の
受じ

ゅ

験け
ん

勉べ
ん

強き
ょ

う の
た

め
に

塾じ
ゅ

く

に
通か

よ

い
毎ま

い

日に
ち

4時
じ

間か
ん

勉べ
ん

強き
ょ

う し
た

こ
と

・
少し
ょ

う

年ね
ん

野や

球き
ゅ

う の
チ

ー
ム

で
レ

ギ
ュ

ラ
ー

を
取と

る
為た

め

に
勉べ

ん

強き
ょ

う と
野や

球き
ゅ

う

の
練れ

ん

習し
ゅ

う を
行お

こ
な

う
の

が
大た

い

変へ
ん

だ
っ

た

・
楽が

っ

器き

を
習な

ら

っ
た

経け
い

験け
ん

が
な

か
っ

た
の

で
、

上じ
ょ

う

達た
つ

す
る

た
め

に
ひ

た
す

ら
練れ

ん

習し
ゅ

う を
し

た
・

体た
い

育い
く

祭さ
い

の
ブ

ラ
ス

バ
ン

ド
の

コ
ー

チ
は

指し

導ど
う

が
厳き

び

し
い

た
め

、
通つ

う

常じ
ょ

う の
活か

つ

動ど
う

よ
り

も
練れ

ん

習し
ゅ

う に
つ

い
て

い
く

の
が

大た
い

変へ
ん

だ
っ

た

・
パ

ー
ト

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
、

同お
な

じ
パ

ー
ト

の
先せ

ん

輩ぱ
い

や
同ど

う

期き

、
後こ

う

輩は
い

を
ま

と
め

、
引ひ

っ
張ぱ

っ
て

い
く

こ
と

・
自じ

分ぶ
ん

の
練れ

ん

習し
ゅ

う も
パ

ー
ト

練れ
ん

習し
ゅ

う の
指し

導ど
う

も
、

ど
ち

ら
も

力ち
か

ら

を
抜ぬ

か
ず

に
取と

り
組く

む
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

っ
た

た
め

、
時じ

間か
ん

の
使つ

か

い
方か

た

に
苦く

労ろ
う

し
た

・
大だ

い

学が
く

推す
い

薦せ
ん

で
留り
ゅ

う

学が
く

す
る

た
め

に
英え

い

語ご

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

学が
く

年ね
ん

20
位い

以い

内な
い

の
成せ

い

績せ
き

を
取と

る
為た

め

に
勉べ

ん

強き
ょ

う し
た

こ
と

・
日に

本ほ
ん

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ

う で
特と

く

に
漢か

ん

字じ

を
覚お

ぼ

え
る

の
に

苦く

労ろ
う

し
た

・
来ら

い

日に
ち

当と
う

初し
ょ

は
日に

本ほ
ん

語ご

が
あ

ま
り

で
き

な
か

っ
た

の
で

、
電で

ん

車し
ゃ

の
乗の

り
換か

え
で

道み
ち

に
迷ま

よ

っ
た

時と
き

な
ど

は
苦く

労ろ
う

し
た

・
他ほ

か

大だ
い

が
く 学

の
ゼ

ミ
と

の
合ご

う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ

う

発は
っ

表ぴ
ょ

う に
向む

け
た

グ
ル

ー
プ

研け
ん

究き
ゅ

う

で
何な

ん

度ど

も
行い

き
詰づ

ま
り

、
何な

ん

度ど

も
メ

ン
バ

ー
で

話は
な

し
合あ

っ
た

こ
と

・
合ご

う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ

う

発は
っ

表ぴ
ょ

う

会か
い

で
、

他ほ
か

大だ
い

が
く 学

に
勝か

て
な

か
っ

た
こ

と

・
大だ

い

学が
く

の
文ぶ

ん

化か

祭さ
い

の
準じ
ゅ

ん

備び

で
日に

本ほ
ん

人じ
ん

や
10

か
国こ

く

以い

上じ
ょ

う の
留り
ゅ

う

学が
く

生せ
い

と
共き
ょ

う

同ど
う

で
ダ

ン
ス

の
発は

っ

表ぴ
ょ

う を
行お

こ
な

う
こ

と
に

な
り

、
意い

見け
ん

を
ま

と
め

る
こ

と
に

苦く

労ろ
う

し
た

・
地ち

域い
き

の
小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

に
英え

い

語ご

を
教お

し

え
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参さ

ん

加か

し
た

が
わ

か
り

や
す

く
小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

に
英え

い

語ご

を
教お

し

え
る

こ
と

に
苦く

労ろ
う

し
た

・
3年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
、

飲い
ん

食し
ょ

く

店て
ん

の
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
お

客き
ゃ

く

様さ
ま

が
自じ

分ぶ
ん

に
何な

に

を
求も

と

め
て

い
る

の
か

を
考か

ん
が

え
る

の
が

難む
ず

か

し
く

、
要よ

う

求き
ゅ

う を
満み

た
す

努ど

力り
ょ

く を
す

る
こ

と
に

苦く

労ろ
う

し
た

・
3年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
飲い

ん

食し
ょ

く

店て
ん

の
ア

ル
バ

イ
ト

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
新し

ん

人じ
ん

に
仕し

事ご
と

を
教お

し

え
る

こ
と

・
小し
ょ

う

学が
く

2年
ね

ん

生せ
い

の
と

き
に

算さ
ん

数す
う

テ
ス

ト
で

満ま
ん

点て
ん

を
と

り
、

先せ
ん

生せ
い

に
ほ

め
ら

れ
た

・
学が

っ

校こ
う

を
1日に

ち

も
欠け

っ

席せ
き

・
遅ち

刻こ
く

・
早そ

う

退た
い

し
な

か
っ

た
の

で
学が

っ

校こ
う

か
ら

表ひ
ょ

う

彰し
ょ

う さ
れ

た
・

1年ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
ク

ラ
ス

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
り

、
ク

ラ
ス

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

て
先せ

ん

生せ
い

に
ほ

め
ら

れ
た

・
部ぶ

内な
い

の
み

ん
な

で
協き
ょ

う

力り
ょ

く し
て

練れ
ん

習し
ゅ

う

メ
ニ

ュ
ー

な
ど

を
考か

ん
が

え
て

実じ
っ

践せ
ん

し
た

こ
と

を
先せ

ん

生せ
い

に
ほ

め
ら

れ
た

・
両り
ょ

う

親し
ん

に
ア

メ
リ

カ
留り
ゅ

う

学が
く

対た
い

象し
ょ

う

者し
ゃ

に
選え

ら

ば
れ

た
こ

と
を

ほ
め

ら
れ

た

・
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
先せ

ん

生せ
い

に
、

日に

本ほ
ん

語ご

の
上じ
ょ

う

達た
つ

が
早は

や

い
と

ほ
め

ら
れ

た
・

羽は
ね

田だ

空く
う

港こ
う

の
ア

ル
バ

イ
ト

に
無む

遅ち

刻こ
く

無む

欠け
っ

勤き
ん

だ
っ

た
こ

と
を

社し
ゃ

員い
ん

の
人ひ

と

に
ほ

め
ら

れ
た

・
同お

な

じ
班は

ん

の
先せ

ん

輩ぱ
い

に
頼た

よ

ら
ず

に
、

積せ
っ

極き
ょ

く

的て
き

に
参さ

ん

加か

し
自じ

分ぶ
ん

で
考か

ん
が

え
て

動う
ご

い
て

い
た

こ
と

を
ほ

め
ら

れ
た

・
先せ

ん

生せ
い

に
課か

題だ
い

を
ま

と
め

、
し

っ
か

り
と

研け
ん

究き
ゅ

う の
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
立た

て
た

こ
と

を
ほ

め
ら

れ
た

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

英え
い

語ご

を
教お

し

え
て

い
た

小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

の
保ほ

護ご

者し
ゃ

か
ら

教お
し

え
方か

た

が
わ

か
り

や
す

い
と

ほ
め

ら
れ

た
・

サ
ー

ク
ル

の
メ

ン
バ

ー
に

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
通ど

お

り
に

い
か

な
く

て
も

、
柔じ
ゅ

う

軟な
ん

に
対た

い

応お
う

し
た

こ
と

で
軌き

道ど
う

修しゅ
う 正せ

い

で
き

た
こ

と
を

ほ
め

ら
れ

た

・
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
仕し

事ご
と

が
丁て

い

寧ね
い

な
こ

と
を

店て
ん

長ち
ょ

う に
ほ

め
ら

れ
た

・
3年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

の
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ

く へ
の

対た
い

応お
う

を
英え

い

語ご

や
中ち
ゅ

う

国ご
く

語ご

で
行お
こ

な い
店て

ん

長ち
ょ

う に
ほ

め
ら

れ
た

・
作さ

く

文ぶ
ん

コ
ン

ク
ー

ル
入に

ゅ
う

賞し
ょ

う

・
学が

っ

校こ
う

の
絵か

い

画が

の
コ

ン
ク

ー
ル

 特と
く

別べ
つ

賞し
ょ

う

・
テ

ニ
ス

の
市し

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ

う

TO
EF

L（
IB

T）
80

・
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
日に

本ほ
ん

語ご

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
 

3位
い

・
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ

く

試し

験け
ん

 N
2

・
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ

く

試し

験け
ん

 N
1

・
B

JT
ビ

ジ
ネ

ス
日に

本ほ
ん

語ご

テ
ス

ト
 J

1+
・

TO
EI

C
 8

30
・

日に
っ

商し
ょ

う

簿ぼ

記き

検け
ん

定て
い

試し

験け
ん

 2
級き
ゅ

う

・
1年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
ク

ラ
ス

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
っ

た
こ

と
・

体た
い

育い
く

祭さ
い

で
の

ブ
ラ

ス
バ

ン
ド

演え
ん

奏そ
う

・
今い

ま

も
尊そ

ん

敬け
い

す
る

英え
い

語ご

の
先せ

ん

生せ
い

と
の

出で

会あ

い
・

2年
ね

ん

生せ
い

の
時と

き

に
テ

ニ
ス

部ぶ

に
在ざ

い

籍せ
き

し
市し

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ

う し
た

こ
と

・
日に

本ほ
ん

留り
ゅ

う

学く

を
行お

こ
な

う
た

め
に

ア
ル

バ
イ

ト
を

し
て

貯ち
ょ

金き
ん

し
た

こ
と

・
大だ

い

学が
く

の
推す

い

薦せ
ん

で
ア

メ
リ

カ
に

半は
ん

年と
し

間か
ん

留り
ゅ

う

学が
く

し
た

こ
と

・
初は

じ

め
て

の
異い

国こ
く

で
の

生せ
い

活か
つ

に
お

い
て

電で
ん

車し
ゃ

の
路ろ

線せ
ん

や
乗の

り
換か

え
が

複ふ
く

雑ざ
つ

す
ぎ

て
カ

ル
チ

ャ
ー

シ
ョ

ッ
ク

を
受う

け
た

・
来ら

い

日に
ち

し
て

す
ぐ

に
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
花は

な

見み

の
イ

ベ
ン

ト
に

参さ
ん

加か

し
た

こ
と

・
3年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
他ほ

か

大だ
い

学が
く

ゼ
ミ

と
の

合ご
う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ

う

発は
っ

表ぴ
ょ

う

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た

こ
と

・
3年

ね
ん

生せ
い

の
夏な

つ

に
大だ

い

学が
く

の
単た

ん

位い

化か

さ
れ

て
い

る
1ヵ

月げ
つ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参さ

ん

加か

し
た

こ
と

・
大だ

い

学が
く

の
雑ざ

っ

誌し

を
作さ

く

成せ
い

す
る

サ
ー

ク
ル

で
メ

ン
バ

ー
全ぜ

ん

員い
ん

で
協き
ょ

う

力り
ょ

く し
て

制せ
い

作さ
く

し
た

だ
け

で
な

く
、

み
ん

な
が

満ま
ん

足ぞ
く

す
る

雑ざ
っ

誌し

が
作つ

く

れ
た

こ
と

・
2年

ね
ん

生せ
い

の
夏な

つ

休や
す

み
に

ヒ
ッ

チ
ハ

イ
ク

で
東と

う

京き
ょ

う か
ら

大お
お

阪さ
か

ま
で

行い

き
い

ろ
い

ろ
な

地ち

域い
き

を
訪ほ

う

問も
ん

で
き

た
こ

と

・
3年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
飲い

ん

食し
ょ

く

店て
ん

の
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

た
。

顧こ

客き
ゃ

く サ
ー

ビ
ス

の
質し

つ

を
上あ

げ
る

た
め

の
接せ

っ

客き
ゃ

く マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作さ
く

成せ
い

し
て

、
新あ

た
ら

し
く

入は
い

っ
た

後こ
う

輩は
い

を
指し

導ど
う

し
た

・
2年

ね
ん

生せ
い

の
時と

き

に
調ち
ょ

う

理り

の
ア

ル
バ

イ
ト

で
、

新あ
た

ら

し
い

メ
ニ

ュ
ー

の
開か

い

発は
つ

も
行お

こ
な

い
、

自じ

分ぶ
ん

が
考か

ん
が

え
た

メ
ニ

ュ
ー

が
採さ

い

用よ
う

さ
れ

た

・
小し
ょ

う

学が
っ

校こ
う

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ

う で
の

田た

植う

え
・

稲い
ね

刈か

り
の

体た
い

験け
ん

・
少し
ょ

う

年ね
ん

野や

球き
ゅ

う の
チ

ー
ム

で
レ

ギ
ュ

ラ
ー

と
し

て
地ち

区く

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ

う し
た

こ
と
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C
h

a
p

te
r

 A
C

h
a

p
te

r
 B

C
h

a
p

te
r

 C
C

h
a

p
te

r
 D

自
じ

分
ぶん

史
し

  ワークシート3
手

て

順
じゅん

に従
したが

って記
き

入
にゅう

してみましょう。

小
しょう

学
がっ

校
こう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

高
こう

校
こう

母
ぼ

国
こく

の大
だい

学
がく

日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（勉
べん

強
きょう

・ゼミ）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（アルバイト）

印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したこと 苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたこと ほめられたこと 資
し

格
かく

・表
ひょう

彰
しょう
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C
h

a
p

te
r

 A
C

h
a

p
te

r
 B

C
h

a
p

te
r

 C
C

h
a

p
te

r
 D

母
ぼ

国
こく

の大
だい

学
がく

母
ぼ

国
こく

の大
だい

学
がく

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（勉
べん

強
きょう

・ゼミ）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（勉
べん

強
きょう

・ゼミ）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（アルバイト）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（アルバイト）

印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

・苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたこと（状
じょう

況
きょう

）

好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したこと（want） 理
り

由
ゆう

その出
で

来
き

事
ごと

等
など

から何
なに

を考
かんが

えどう行
こう

動
どう

したか

価
か

値
ち

観
かん

（value）

その出
で

来
き

事
ごと

等
など

を通
つう

じて何
なに

を学
まな

んだか

ほめられたこと

行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

（can）

価
か

値
ち

観
かん

（value）

自
じ

分
ぶん

史
し

の分
ぶん

析
せき

とは、過
か

去
こ

経
けい

験
けん

した出
で

来
き

事
ごと

等
など

から、その時
とき

に何
なに

を考
かんが

え、行
こう

動
どう

したかを書
か

き出
だ

し、行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

や価
か

値
ち

観
かん

などを把
は

握
あく

す

るための作
さ

業
ぎょう

です。

自
じ

分
ぶん

史
し

の分
ぶん

析
せき

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

4

5

1.	自
じ

分
ぶん

史
し

に記
き

入
にゅう

した「印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

」、「苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたこと」について状
じょう

況
きょう

を詳
くわ

しく
記

き

入
にゅう

する。「好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したこと」、「ほめられたこと」については自
じ

分
ぶん

史
し

から転
てん

記
き

しましょう

6.	強
きょう

制
せい

されない環
かん

境
きょう

で何
なに

を基
き

準
じゅん

に行
こう

動
どう

するのか、また、他
た

人
にん

から「何
なに

を」評
ひょう

価
か

された時
とき

にうれしいと感
かん

じるかを記
き

入
にゅう

しましょう

2.	印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

や苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたことの際
さい

に「何
なに

を考
かんが

え」「どう行
こう

動
どう

したか」を記
き

入
にゅう

しましょう

3.	印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

や苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたことから学
まな

んだことを記
き

入
にゅう

しましょう

4.	考
かんが

えや行
こう

動
どう

から自
じ

分
ぶん

がどのような行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

があるかを記
き

入
にゅう

しましょう

5.	好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したことの理
り

由
ゆう

（なぜ好き
す

だったのか、熱
ねっ

中
ちゅう

したのか）を記
き

入
にゅう

しましょう

1. 自
じ

分
ぶん

史
し

に書
か

いた内
ない

容
よう

について状
じょう

況
きょう

を詳
くわ

し
く記

き

入
にゅう

する

2. 出
で

来
き

事
ごと

や苦
く

労
ろう

したこ
と・壁

かべ

を乗
の

り越
こ

えた
ことの際

さい

に
①何

なに

を考
かんが

えて
②どう行

こう

動
どう

したか
を記

き

入
にゅう

する

3. そ の 出
で

来
き

事
ごと

や
苦

く

労
ろう

したこと・
壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えた
ことから学

まな

んだ
ことを記

き

入
にゅう

する

4. 考
かんが

えや行
こう

動
どう

から自
じ

分
ぶん

が
どのような
行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

が
あるかを記

き

入
にゅう

する

6. 強
きょう

制
せい

されな
い環

かん

境
きょう

で何
なに

を基
き

準
じゅん

に行
こう

動
どう

するのか

5. 好
す

きだったもの
や熱

ねっ

中
ちゅう

したこと
の理

り

由
ゆう

「なぜ」
を記

き

入
にゅう

する

1. 自
じ

分
ぶん

史
し

に書
か

いた
内
ない

容
よう

を転
てん

記
き

する
1. 自

じ

分
ぶん

史
し

に書
か

いた
内
ない

容
よう

を転
てん

記
き

する

6. 他
た

人
にん

から
「何

なに

を」評
ひょう

価
か

された時
とき

にうれしい
と感

かん

じるか

［
記き

入に
ゅ

う

例れ
い

］

母ぼ

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

母ぼ

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
勉べ

ん

強き
ょ

う ・
ゼ

ミ
）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
勉べ

ん

強き
ょ

う ・
ゼ

ミ
）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
課か

外が
い

活か
つ

動ど
う

）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
課か

外が
い

活か
つ

動ど
う

）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
ア

ル
バ

イ
ト

）

現げ
ん

在ざ
い

所し
ょ

属ぞ
く

す
る

学が
っ

校こ
う

（
ア

ル
バ

イ
ト

）

印い
ん

象し
ょ

う に
残の

こ

っ
て

い
る

出で

来き

事ご
と

・
苦く

労ろ
う

し
た

こ
と

・
壁か

べ

を
乗の

り
越こ

え
た

こ
と

（
状じ
ょ

う

況き
ょ

う ）

好す

き
だ

っ
た

も
の

や
熱ね

っ

中ち
ゅ

う し
た

こ
と

（
w

an
t）

理り

由ゆ
う

そ
の

出で

来き

事ご
と

等な
ど

か
ら

何な
に

を
考か

ん
が

え
ど

う
行こ

う

動ど
う

し
た

か

価か

値ち

観か
ん

（
va

lu
e）

そ
の

出で

来き

事ご
と

等な
ど

を
通つ

う

じ
て

何な
に

を
学ま

な

ん
だ

か

ほ
め

ら
れ

た
こ

と

行こ
う

動ど
う

特と
く

性せ
い

（
ca

n）

価か

値ち

観か
ん

（
va

lu
e）

大だ
い

学が
く

推す
い

薦せ
ん

で
留り
ゅ

う

学が
く

す
る

た
め

に
、

英え
い

語ご

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

学が
く

年ね
ん

20
位い

以い

内な
い

の
成せ

い

績せ
き

を
取と

る
為た

め

に
勉べ

ん

強き
ょ

う し
た

こ
と

３
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

に
、

他た

大だ
い

学が
く

ゼ
ミ

と
の

合ご
う

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ

う

発は
っ

表ぴ
ょ

う

会か
い

に
向む

け
た

グ
ル

ー
プ

研け
ん

究き
ゅ

う で
何な

ん

度ど

も
行い

き
詰づ

ま
り

、
何な

ん

度ど

も
メ

ン
バ

ー
で

話は
な

し
合あ

っ
た

こ
と

大だ
い

学が
く

の
文ぶ

ん

化か

祭さ
い

の
準じ
ゅ

ん

備び

で
、

日に
っ

本ぽ
ん

人じ
ん

や
10

か
国こ

く

以い

上じ
ょ

う の
留り
ゅ

う

学が
く

生せ
い

と
共き
ょ

う

同ど
う

で
ダ

ン
ス

の
発は

っ

表ぴ
ょ

う を
行お

こ
な

う
こ

と
に

な
っ

た
。

国く
に

に
よ

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
考か

ん
が

え
や

価か

値ち

観か
ん

が
異こ

と

な
る

た
め

、
準じ
ゅ

ん

備び

に
と

て
も

時じ

間か
ん

が
か

か
っ

た

大だ
い

学が
く

３
年ね

ん

時じ

に
飲い

ん

食し
ょ

く

業ぎ
ょ

う の
ア

ル
バ

イ
ト

を
し

た
。

チ
ェ

ー
ン

店て
ん

で
は

な
く

個こ

人じ
ん

経け
い

営え
い

の
お

店み
せ

で
、

私わ
た

し が
ア

ル
バ

イ
ト

に
入は

い

っ
た

と
き

は
優や

さ

し
い

先せ
ん

輩ぱ
い

が
一ひ

と

つ
一ひ

と

つ
の

作さ

業ぎ
ょ

う を
丁て

い

寧ね
い

に
教お

し

え
て

く
れ

た
。

そ
の

先せ
ん

輩ぱ
い

が
１

ヵ
月げ

つ

後ご

に
辞や

め
て

し
ま

っ
た

た
め

、
 新あ

た
ら し

く
入は

い

っ
た

後こ
う

輩は
い

に
私わ

た
し

が
教き
ょ

う

育い
く

す
る

こ
と

と
な

っ
た

英え
い

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ

う の
た

め
に

英え
い

語ご

の
ド

ラ
マ

を
た

く
さ

ん
見み

た
こ

と

２
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

に
日に

っ

商し
ょ

う

簿ぼ

記き

の
２

級き
ゅ

う

の
試し

験け
ん

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

こ
と

１
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

か
ら

現げ
ん

在ざ
い

ま
で

実じ
っ

施し

し
て

い
る

、
小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

に
英え

い

語ご

を
教お

し

え
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活か
つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
た

こ
と

２
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

に
行お

こ
な

っ
て

い
た

飲い
ん

食し
ょ

く

店て
ん

の
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
新あ

た
ら

し
い

フ
ー

ド
メ

ニ
ュ

ー
を

考か
ん

が

え
る

こ
と

ア
メ

リ
カ

へ
留り
ゅ

う

学が
く

す
る

た
め

に
英え

い

語ご

の
頃け

い

聴ち
ょ

う

力り
ょ

く を
向こ

う

上じ
ょ

う さ
せ

る
た

め

大だ
い

学が
く

で
学ま

な

ん
だ

会か
い

計け
い

学が
く

の
知ち

識し
き

を
向こ

う

上じ
ょ

う さ
せ

る
た

め

自じ

分ぶ
ん

の
能の

う

力り
ょ

く を
活い

か
し

て
他た

人に
ん

の
た

め
に

何な
に

か
役や

く

に
立た

つ
こ

と
を

行お
こ

な

い
た

い
と

考か
ん

が

え
た

か
ら い

つ
も

お
世せ

話わ

に
な

っ
て

い
る

ア
ル

バ
イ

ト
先さ

き

の
社し

ゃ

長ち
ょ

う の
為た

め

に
何な

に

か
役や

く

に
立た

つ
こ

と
を

し
た

い
と

考か
ん

が

え
た

か
ら

自じ

己こ

成せ
い

長ち
ょ

う

自じ

己こ

成せ
い

長ち
ょ

う 、
チ

ャ
レ

ン
ジ

精せ
い

神し
ん

社し
ゃ

会か
い

奉ほ
う

仕し

、
貢こ

う

献け
ん

誠せ
い

実じ
つ

、
貢こ

う

献け
ん

両り
ょ

う

親し
ん

に
ア

メ
リ

カ
留り
ゅ

う

学が
く

対た
い

象し
ょ

う

者し
ゃ

に
選え

ら

ば
れ

た
こ

と
を

ほ
め

ら
れ

た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
英え

い

語ご

を
教お

し

え
て

い
た

小し
ょ

う

学が
く

生せ
い

の
保ほ

護ご

者し
ゃ

か
ら

教お
し

え
方か

た

が
わ

か
り

や
す

い
と

ほ
め

ら
れ

た

常つ
ね

に
サ

ー
ク

ル
や

メ
ン

バ
ー

の
こ

と
を

考か
ん

が

え
て

行こ
う

動ど
う

し
て

い
た

こ
と

３
年ね

ん

生せ
い

の
時と

き

の
ア

ル
バ

イ
ト

先さ
き

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ

く へ
の

対た
い

応お
う

を
英え

い

語ご

や
中ち
ゅ

う

国ご
く

語ご

で
行お

こ
な

い
店て

ん

長ち
ょ

う に
ほ

め
ら

れ
た

成せ
い

果か

を
認み

と

め
ら

れ
る

こ
と

成せ
い

果か

を
認み

と

め
ら

れ
る

こ
と

行こ
う

動ど
う

の
過か

程て
い

を
認み

と

め
ら

れ
る

こ
と 能の

う

力り
ょ

く を
認み

と

め
ら

れ
る

１
年ね

ん

間か
ん

で
英え

い

語ご

能の
う

力り
ょ

く と
学が

く

業ぎ
ょ

う

成せ
い

績せ
き

を
大お

お

幅は
ば

に
上あ

げ
る

こ
と

が
必ひ

つ

要よ
う

と
な

っ
た

た
め

、
ま

ず
初は

じ

め
に

1年ね
ん

間か
ん

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

目も
く

標ひ
ょ

う を
立た

て
る

こ
と

か
ら

始は
じ

め
、

次つ
ぎ

に
ど

の
よ

う
な

方ほ
う

法ほ
う

で
勉べ

ん

強き
ょ

う す
る

か
を

考か
ん

が え
た

。
英え

い

語ご

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
週し
ゅ

う ２
回か

い

ネ
イ

テ
ィ

ブ
の

先せ
ん

生せ
い

と
２

時じ

間か
ん

会か
い

話わ

す
る

こ
と

と
、

文ぶ
ん

法ぽ
う

の
学が

く

習し
ゅ

う は
英え

い

会か
い

話わ

教き
ょ

う

室し
つ

に
通つ

う

学が
く

し
た

。
成せ

い

績せ
き

に
つ

い
て

は
、

授じ
ゅ

業ぎ
ょ

う の
内な

い

容よ
う

の
予よ

習し
ゅ

う

復ふ
く

習し
ゅ

う を
こ

れ
ま

で
以い

上じ
ょ

う に
時じ

間か
ん

を
か

け
、

授じ
ゅ

業ぎ
ょ

う

後ご

は
担た

ん

当と
う

の
先せ

ん

生せ
い

に
必か
な

ら ず
質し

つ

問も
ん

を
し

理り

解か
い

を
深ふ

か

め
た

メ
ン

バ
ー

の
意い

見け
ん

が
分わ

か
れ

た
と

き
に

、
メ

ン
バ

ー
の

意い

見け
ん

を
図ず

に
ま

と
め

、
ど

の
部ぶ

分ぶ
ん

で
意い

見け
ん

が
対た

い

立り
つ

し
て

い
る

か
原げ

ん

因い
ん

を
明め

い

確か
く

に
し

た
う

え
で

議ぎ

論ろ
ん

す
る

こ
と

か
ら

始は
じ

め
た

。
個こ

人じ
ん

の
考か

ん
が

え
が

強つ
よ

い
場ば

合あ
い

に
柔じ
ゅ

う

軟な
ん

に
対た

い

応お
う

す
る

こ
と

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ

り
、

調ち
ょ

う

整せ
い

役や
く

に
回ま

わ

る
こ

と
で

全ぜ
ん

員い
ん

の
意い

見け
ん

を
集し
ゅ

う

約や
く

し
方ほ

う

向こ
う

性せ
い

を
確か

く

定て
い

す
る

こ
と

が
で

き
た

文ぶ
ん

化か

祭さ
い

で
ど

の
よ

う
な

コ
ン

セ
プ

ト
で

行お
こ

な

う
か

メ
ン

バ
ー

の
意い

見け
ん

が
分わ

か
れ

た
と

き
に

、
な

ぜ
そ

れ
を

行お
こ

な

い
た

い
の

か
理り

由ゆ
う

も
聞き

く
こ

と
に

よ
っ

て
、

国こ
く

籍せ
き

や
文ぶ

ん

化か

の
違ち

が

い
な

ど
価か

値ち

観か
ん

の
違ち

が

い
の

背は
い

景け
い

を
見み

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

そ
の

背は
い

景け
い

を
知し

る
こ

と
に

よ
り

、
話は

な

し
合あ

い
を

ス
ム

ー
ズ

に
進す

す

め
る

こ
と

が
で

き
た

ア
ル

バ
イ

ト
の

ス
タ

ッ
フ

が
増ふ

え
た

と
き

に
一ひ

と
り 人

で
教き
ょ

う

育い
く

す
る

の
は

大た
い

変へ
ん

だ
と

思お
も

い
、

こ
れ

ま
で

教お
し

え
て

も
ら

っ
た

作さ

業ぎ
ょ

う の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作さ

く

成せ
い

し
た

。
ま

た
、

店て
ん

長ち
ょ

う に
も

確か
く

認に
ん

し
て

も
ら

い
、

改か
い

善ぜ
ん

し
て

ほ
し

い
部ぶ

分ぶ
ん

や
、

顧こ

客き
ゃ

く サ
ー

ビ
ス

の
質し

つ

を
上あ

げ
る

た
め

の
接せ

っ

客き
ゃ

く マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作さ
く

成せ
い

し
て

、
後こ

う

輩は
い

に
指し

導ど
う

し
た

。
そ

の
結け

っ

果か

、
誰だ

れ

が
ア

ル
バ

イ
ト

で
入は

い

っ
て

も
同お

な

じ
サ

ー
ビ

ス
を

提て
い

供き
ょ

う で
き

る
よ

う
に

な
っ

た

目も
く

ひ
ょ

う 標
を

達た
っ

成せ
い

す
る

た
め

に
は

、
全ぜ

ん

体た
い

の
計け

い

画か
く

を
立た

て
、

短た
ん

期き

の
目も

く

標ひ
ょ

う

設せ
っ

定て
い

を
行お

こ
な

う
こ

と
と

方ほ
う

法ほ
う

論ろ
ん

を
考か

ん
が

え
た

上う
え

で
行こ

う

動ど
う

す
る

こ
と

が
効こ

う

率り
つ

的て
き

か
つ

効こ
う

果か

的て
き

で
あ

る
と

い
う

こ
と

チ
ー

ム
で

議ぎ

論ろ
ん

す
る

際さ
い

に
意い

見け
ん

を
整せ

い

理り

し
問も

ん

題だ
い

の
本ほ

ん

質し
つ

を
見み

つ
け

る
こ

と
が

必ひ
つ

要よ
う

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
意い

見け
ん

の
対た

い

立り
つ

の
際さ

い

に
は

調ち
ょ

う

整せ
い

役や
く

が
一ひ

と
り 人

い
る

と
ス

ム
ー

ズ
に

議ぎ

論ろ
ん

が
進し

ん

行こ
う

す
る

と
い

う
こ

と

異こ
と

な
る

文ぶ
ん

化か

や
価か

値ち

観か
ん

を
持も

っ
た

人ひ
と

と
議ぎ

論ろ
ん

す
る

時と
き

に
は

文ぶ
ん

化か

背は
い

景け
い

を
理り

解か
い

し
た

上う
え

で
議ぎ

論ろ
ん

を
進す

す

め
る

必ひ
つ

要よ
う

が
あ

る
と

い
う

こ
と

接せ
っ

客き
ゃ

く

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
、

ス
タ

ッ
フ

間か
ん

の
違ち

が

い
を

無な

く
す

た
め

に
は

、
ル

ー
ル

を
作つ

く

り
そ

の
上う

え

で
教き
ょ

う

育い
く

す
る

こ
と

が
必ひ

つ

要よ
う

と
な

る
こ

と

計け
い

画か
く

力り
ょ

く 、
行こ

う

動ど
う

力り
ょ

く

柔じ
ゅ

う

軟な
ん

性せ
い

、
課か

題だ
い

解か
い

決け
つ

力り
ょ

く 、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク

異い

文ぶ
ん

化か

理り

解か
い

力り
ょ

く 、
関か

ん

係け
い

構こ
う

築ち
く

力り
ょ

く 、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能の
う

力り
ょ

く

向こ
う

上じ
ょ

う

心し
ん

、
問も

ん

題だ
い

解か
い

決け
つ

力り
ょ

く 、
行こ

う

動ど
う

力り
ょ

く
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自
じ

分
ぶん

史
し

  ワークシート3
手

て

順
じゅん

に従
したが

って記
き

入
にゅう

してみましょう。

母
ぼ

国
こく

の大
だい

学
がく

母
ぼ

国
こく

の大
だい

学
がく

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（勉
べん

強
きょう

・ゼミ）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（勉
べん

強
きょう

・ゼミ）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（アルバイト）

現
げん

在
ざい

所
しょ

属
ぞく

する学
がっ

校
こう

（アルバイト）

印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で

来
き

事
ごと

・苦
く

労
ろう

したこと・壁
かべ

を乗
の

り越
こ

えたこと（状
じょう

況
きょう

）

好
す

きだったものや熱
ねっ

中
ちゅう

したこと（want） 理
り

由
ゆう

その出
で

来
き

事
ごと

等
など

から何
なに

を考
かんが

えどう行
こう

動
どう

したか

価
か

値
ち

観
かん

（value）

その出
で

来
き

事
ごと

等
など

を通
つう

じて何
なに

を学
まな

んだか

ほめられたこと

行
こう

動
どう

特
とく

性
せい

（can）

価
か

値
ち

観
かん

（value）
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3年
ねん

後
ご

　  歳
さい

5年
ねん

後
ご

　  歳
さい

10年
ねん

後
ご

　  歳
さい

20年
ねん

後
ご

　  歳
さい

30年
ねん

後
ご

　  歳
さい

人
じん

生
せい

設
せっ

計
けい

 仕
し

事
ごと

の目
もく

標
ひょう

なぜそうなりたいのか
どうすればその目

もく

標
ひょう

を
達
たっ

成
せい

できるか

このチャプターでは、未
み

来
らい

の自
じ

分
ぶん

を考
かんが

えるための手
しゅ

法
ほう

である「未
み

来
らい

史
し

」について

学
がく

習
しゅう

していきましょう。

未
み

来
らい

史
し

B-3

■	未
み

来
らい

史
し

とは
卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の自
じ

分
ぶん

について、企
き

業
ぎょう

でどのような活
かつ

躍
やく

をしたいのか、人
じん

生
せい

設
せっ

計
けい

をどのように考
かんが

えているのかを書
か

き出
だ

す作
さ

業
ぎょう

です。

未
み

来
らい

史
し

とは

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

1

2

■	このワークの目
もく

的
てき

人
じん

生
せい

や仕
し

事
ごと

の目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するために今
いま

何
なに

をすべきか考
かんが

える

エントリーシートにおいて、なぜその企
き

業
ぎょう

や仕
し

事
ごと

を選
せん

択
たく

したのかを説
せつ

明
めい

する材
ざい

料
りょう

を探
さが

す

1

2

1.	3年
ねん

後
ご

、5年
ねん

後
ご

、10年
ねん

後
ご

、20年
ねん

後
ご

、30年
ねん

後
ご

の区
く

切
ぎ

りで、実
じつ

現
げん

可
か

能
のう

であるかという観
かん

点
てん

ではなく、「人
じん

生
せい

設
せっ

計
けい

」と
「仕

し

事
ごと

の目
もく

標
ひょう

」を考
かんが

えましょう

2.	「仕
し

事
ごと

の目
もく

標
ひょう

」についてなぜそうなりたいのか、どうすれば達
たっ

成
せい

できるかを考
かんが

えましょう

未
み

来
らい

史
し

  ワークシート3
手

て

順
じゅん

に従
したが

って記
き

入
にゅう

してみましょう。

［記
き

入
にゅう

例
れい

］

・車
くるま

を購
こう

入
にゅう

する 
・2年

ねん

に1度
ど

は海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

に行
い

く
・結

けっ

婚
こん

する 

・仕
し

事
ごと

で必
ひつ

要
よう

になる専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

を
習
しゅう

得
とく

する 
・先

せん

輩
ぱい

に頼
たよ

らず一
ひとり

人でも仕
し

事
ごと

が
できるようになる 

・今
いま

の私
わたし

はその知
ち

識
しき

がほぼゼロ
だから 

・周
しゅう

囲
い

から信
しん

頼
らい

され、頼
たよ

られる
人
にん

間
げん

になりたいから 

・専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

の土
ど

台
だい

となる基
き

礎
そ

を
カバーできる資

し

格
かく

を取
しゅ

得
とく

する 
・周

まわ

りの社
しゃ

員
いん

をよく見
み

て、自
じ

分
ぶん

に足
た

りないものを知
し

り、埋
う

め
られるように努

ど

力
りょく

する 

・両
りょう

親
しん

をヨーロッパに海
かい

外
がい

旅
りょ

行
こう

に連
つ

れて行
い

く 
・子

こ

どもが生
う

まれる 

・海
かい

外
がい

赴
ふ

任
にん

をし、日
に

本
ほん

と母
ぼ

国
こく

を
行

い

き来
き

する 
・マネージャーとしてとして、

チームを束
たば

ねる立
たち

場
ば

になる 

・自
じ

分
ぶん

が持
も

っているスキルを海
かい

外
がい

でも活
かつ

用
よう

したいから
・周

しゅう

囲
い

からの信
しん

頼
らい

を得
え

て、大
おお

き
な仕

し

事
ごと

を任
まか

せてもらえる人
にん

間
げん

になりたいから 

・母
ぼ

国
こく

の経
けい

済
ざい

状
じょう

況
きょう

なども常
つね

に調
しら

べ
て海

かい

外
がい

でも通
つう

用
よう

する知
ち

識
しき

を身
み

に
付

つ

ける 
・計

けい

画
かく

的
てき

に働
はたら

いて、自
みずか

ら立
た

てた小
ちい

さな目
もく

標
ひょう

を一
ひと

つ一
ひと

つクリアしていく癖
くせ

をつける

・日
に

本
ほん

に家
いえ

を購
こうにゅう

入する 
・株

かぶ

式
しき

など資
し

産
さん

運
うん

用
よう

を始
はじ

める 
・マネージャーとして大

おお

きなプ
ロジェクトに取

と

り組
く

み成
せい

果
か

を
残
のこ

す 
・年

ねん

収
しゅう

1000万
まん

円
えん

を超
こ

える 

・これまでの経
けい

験
けん

や知
ち

識
しき

を生
い

か
して、責

せき

任
にん

ある仕
し

事
ごと

がしたい
から 

・金
きん

銭
せん

的
てき

な評
ひょう

価
か

も得
え

たいから 

・効
こう

率
りつ

的
てき

な時
じ

間
かん

の使
つか

い方
かた

を出
で

来
き

る
ようにする 

・周
しゅう

囲
い

との信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を大
だい

事
じ

にする 
・会

かい

社
しゃ

に利
り

益
えき

を生
う

み出
だ

す結
けっ

果
か

を
残
のこ

す

・子
こ

どもが高
こう

校
こう

に進
しん

学
がく

する 
・両

りょう

親
しん

に仕
し

送
おく

りを始
はじ

める 
・社

しゃ

内
ない

の若
わか

手
て

の育
いく

成
せい

を行
おこな

う ・これまでに得
え

てきた知
ち

識
しき

や経
けい

験
けん

を、会
かい

社
しゃ

に還
かん

元
げん

するため 
・若

わか

手
て

社
しゃ

員
いん

との意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

い、有
ゆう

能
のう

な人
じん

材
ざい

を発
はっ

掘
くつ

して教
きょう

育
いく

する 
・社

しゃ

内
ない

で講
こう

習
しゅう

会
かい

などを開
かい

催
さい

する 

・子
こ

どもが結
けっ

婚
こん

する 
・両

りょう

親
しん

の老
ろう

後
ご

の面
めん

倒
どう

をみるめに
帰

き

国
こく

する
・退

たい

職
しょく

後
ご

のことを考
かんが

える 

・母
ぼ

国
こく

で起
き

業
ぎょう

して今
いま

まで働
はたら

いて
いた会

かい

社
しゃ

とパートナーになる
・自

じ

分
ぶん

の好
す

きな仕
し

事
ごと

を自
じ

分
ぶん

のた
めに行

おこな

いたいから 
・広

ひろ

い交
こう

友
ゆう

関
かん

係
けい

を構
こう

築
ちく

する
・資

し

本
ほん

となるお金
かね

を貯
ちょ

金
きん

する 
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